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要 旨

本 稿 は,愛 知大 学 国際 コ ミュニ ケ ー シ ョン学 部言 語 コ ミュ ニ ケー シ ョン

学 科 にお ける英 語 教育 の特 色 と実践 につ いて 報 告す る もの で あ る。 カ リキ

ュ ラム の特 色,小 人数 ク ラス にお け る オー ラル ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの実

践,イ ン ター ネ ッ トによ るCobuildDirectを 利 用 した英 作 文 授 業 な ど につ

いて 取 り上 げ,開 講後1年 半 の実 践 経 過 を述 べ る。

0.は じめ に

愛知大学国際コミュニケーション学部は,国 際社会に通用するコミュニケーション能力をも

った人材の育成を目的として,1998年4月,豊 橋校舎に開講 した。英語,独 語,仏 語,中 国語

の4専 攻言語をもつ 「言語コミュニケーション学科」,生活習慣や歴史,民 族性など各国の文化

を比較し,異 文化理解,国 際理解を深める 「比較文化学科」の2学 科を設置している。授業では,

国際社会でコミュニケーションを図るために意志を伝えることができる語学力だけでなく,異

なる文化や価値観への理解力,自 分自身の考えを発言できる自己発信能力を育成するため,外

国語,情 報処理,文 化の国際比較,国 際理解の4つ を柱とする実践的な教育を展開している。本

稿では,特 に言語コミュニケーション学科の英語教育の実践について報告することにしたい。
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1.言 語コミュニケーション学科 における英語カリキュラムの特色 と人員

これまで大学の語学教育において,学 生の外国語運用能力を向上させるために,い かに小人

数クラスを設けるかということが常に議論になってきたが,言 語コミュニケーション学科の大

きな特色は外国語の授業に関して1年 次から4年次まで徹底した小人数教育を実現したことであ

る。 英 会話 の授 業 は,短 期 の ネイ テ ィヴ ス ピー カ ー を採 用 す る こと によ り1ク ラス15名 以下,

リー デ ィ ング,ラ イ テ ィ ングにお いて も30名 以 下 で授 業 を行 な って いる 。そ して,英 会 話,リ ー

デ ィ ング,ラ イ テ ィ ング はそ れぞ れ,1年 次 の 基礎 的 な レベ ル か ら段 階的 に初級,中 級,上 級 へ

と積み上げていく方式をとっている(カ リキュラム表参照)。

1年次 2年次 3年 次 4年 次

1セ メスター 2セ メス ター 3セ メスター 4セ メスター 5セ メスター 6セ メスター 7セ メスター 8セ メスター

基
幹
科
目

A群
(6以 上)

外国語学習人門
比較文化入門
文化人類学入門生活文化論

言語文化論
国際文化関係論入
門
博物館学入門

国際政治論人門
国際ビジネス人門
比較文化論n(比 較
文学)
フィールド・ワーク入門

比 較 文 化 論1
(比較思想)
比 較 文 化 論 皿
(比較宗教)

B群
(6以 上)

異文化問コミュ
ニケーション
言語学概論1

言語学概論II 映像コミュニケーション
マスコミュニケーション

ネ ッ トワー クコ ミ
ュニケー ション

演習科 目(
18以 上)

外国詔事情
入門ゼミ

日本 語 コ ミ ュ ニ
ケー ション技術1

日 本 蕗 コ ミ ュ ニ
ケーシ ョン技術II

演習1 演習II

卒業研究

外国

語
・

展
開科

目
(

46

以
上
)

英語

英語発音練習
英会 話初級1
英作 文初級I
Intensive
ReadingI

英会話初級II
英作文初級II
IntensiveReading
II
英作文初級 皿

英会話初級 皿,IV
英作 文初級IV
IntensiveReading皿
PracticalEnglish

英会話中級1英作文中級
I

Extensive
Reading

EnglishGrammar
I

英会話中級皿
英作文中級皿
Eng且1Sh
Grammar
II

英会話中級皿英作文中級
皿

Corrent
English
Business
English

英会話
上級1

英作文r
.級1

英会話
上級n

英作文上級n

中
国
語

基礎中国語1
基礎中国語n基礎中

国語皿中
国請学入門

中国語文法概論 中国語総 合研 究1
メデ ィア中国請

コミュニケーション中国語1

中国謂総合研究n
コミュニケーション中国語皿基礎中国語IV

基礎中国語V
基礎中国PfY1
口語中tiNl、KI

口語中国語II
中国語テクス ト
研究1 中国語テク

スト研究皿

フ
ラ
ン
ス
語

基礎フランス語1
基礎フランス語n
基礎フランス語皿
フランスP%会話入
門

基礎フランス語【V
基礎フランス語V
基礎フランス語VI
口語フランス語1

フランス語総合研究1 フランス語テ
クスト研究皿

フランス語総合研究II

口語フランス語n
フランス語テク
スト研究1

コミュニケーションフランス語皿

メディアフラ ンス語
コミュニケーションフランス語1テクスト分析入門

ド
イ
ツ
語

基礎 ドイツ語1
基礎 ドイツ請H基礎 ド

イツ語皿ド
イツ語会話入門

基礎 ドイツ詔IV
基礎 ドイツacv
基礎 ドイツ請VI
口語 ドイツ謡1

ドイツ語総合研究1 ドイツ語テク
スト研究皿口語 ドイツ語H

ドイツ語テクス
ト研究1 メデイア ドイ ツ譜

コミュニケーションドイツ語1
ドイ ツ語総 合研 究II

コミュニケーションドイツ語皿テクスト分析人門

日
本語

日本謡1
日本語II
日本語皿

日本語IV
日本語V
日本語w

日本謡題
日本語Vl匪

関連科Ei

BritishHistory
AmericanHistory

日英通訳 法
古典ギ リシャ語 【
ラテ ン話1

英語学概論英詔音声学

日英翻訳法
古典ギリシャ語皿
ラテン語n

英 語 の歴
史
イ ギ リス文
学講読

英 語 学 演
習
ア メ リカ
文学講読

英 語 専攻 コー ス につ いて言 え ば,さ らに英 語 学概 論,英 語 音 声学,英 語 史,イ ギ リス 文学,ア

メ リカ 文学,英 語 学演 習 な どの専 門科 目,日 英 通 訳法,日 英 翻 訳 法,BusinessEnglish,英 検 対

策 と してPracticalEnglishな ど実 務 的 な科 目,異 文 化 間 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン,国 際文 化 関係 論 入
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門,国 際 政 治 論 入 門な どの 国際 文 化 理解 科 目 を組 み 入れ,外 国 語運 用 能 力 の 向 上 と異文 化 コ ミ

ュ ニ ケー シ ョ ンに欠 く こ とので きな い 文化,実 務 的 な 教養 が バ ラ ンスよ く形 成 さ れ る よ うカ リ

キ ュ ラ ム を配 置 して い る。 授 業 時 間 数 は4年 間 で630時 間 を超 え る 外 国語 の時 間 数 を配 して い

る。

また,1.2年 次 に配 当され た 日本 語 コ ミ ュニ ケー シ ョ ン技 術1,Hは,実 践的 な コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン能 力 を 早 い時 期 か ら身 に付 け る ことが で き る よ う に,小 人数 ク ラス で 文 章 を書 き,読 み

取 り,デ ィス カ ッシ ョ ンを通 して コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 と意 欲 を高 め る こ とを 目的 と した も

の で あ る。 自分 の考 え を ま とめ,そ れ を効 率 よ く伝 達 し,相 手 を理 解 しよ う とす る意 欲 な く し

て は真 の コ ミュニ ケー シ ョンは 成 り立 た な いで あ ろ う。

言 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン学 科 の1学 年 の定 員 は90名(う ち英 語 専攻 コー ス の 定 員45名)に 対

し,英 語 科 の ス タ ッフ構 成 は 日本 人 教員3名,外 国 人教 員3名,さ らに短 期 契 約 採 用 の外 国 人教

員5名 の計11名 。 外 国 人教 員 の 国籍 は専 任3名 が イ ギ リス 人,短 期採 用 教 員(1999年 度)は そ

れ ぞ れ ア メ リカ2名,カ ナ ダ2名,ア イ ル ラ ン ド1名(1998年 度 は ア メ リカ1名,カ ナ ダ1名,

ニ ュー ジ ー ラ ン ド1名,イ ギ リス1名,ア イ ル ラ ン ド1名 で あ った)。

日本における外国語学習の環境を考えると,一 歩大学を出てしまえば外国語を話す機会はほ

とんどなく,上 達のために授業以外に,い かにその環境を作 り出すかということは新学部設置

委員会での課題であった。そこで短期採用の外国人教員に協力をもとめ,月 曜日から金曜日の

週5日 間,午 前9時30分 から午後4時30分 まで,常 に少なくとも1名 の教員が研究室に滞在し,
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学 生 といつ で も会話 が で き る よ う にofficehourを 設 け る こ とに した 。 幸 い 設 置委 員 会 の 期 待通

り,現 在 この時 間 は 多 くの 学 生 によ って 利用 され,質 問や 英 会 話練 習 の 場 と して活 用 され て い

る。 短 期外 国 人教 員 のた め の5人 用 の大 きな研 究室 には,教 員 の机 以外 に も数 人の 学 生 と教 員が

囲 んで 話 す こ とが で き るよ うに テー プル を 置 き,研 究 室 の 入 口に は大 きな 伝言 版 を設 け,学 生

と教員 との 連絡 が 密 に とれ る よ うな 配 慮 も行 な って い る。

ま た,授 業 のな い1月,2月,3月 に も短 期 採 用 の ネイ テ ィ ヴの 教 員1名 の 協 力 を得 て,月 曜

日か ら金 曜 日,毎 日90分,単 位 と は関 係 の な い 自主選 択 制 の オー ラル ・コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの

授 業 を開 講 し,9時30分 か ら4時30分 まで のofficehourを 設 けた 。授 業 の 登 録 者数 は35名 で,

学 生 か らの 反 応 も好 評 で あ った。

2.オ ー ラル ・コミュニ ケー シ ョンの実践 報告

オーラル ・コミュニケーションは,ク ラスサイズ15名 以下の小人数教育を実践するために,

日本人教員と打ち合わせの上,ネ イティブの専任外国人教員3名 を中心に短期採用の外国人教員

(5名)を コーディネイ トする形式で行なわれる。つまり,専 任外国人教員を中心に授業計画が

組まれ,短 期採用の外国人教員との間で定期的(2週 間に1回)に 打ち合わせを行ない,そ の都

度補助教材,進 度等について検討が加えられる。

ここでは,1年 次1セ メスターに配当された 「英会話初級1」と 「英語発音練習」の2科 目を中

心に紹介する。それぞれの,授 業概要,目 標は次の通 りである。

英 会 話 初級1…nativespeakerに よ る,基 礎 口語 練 習。 挨 拶 か ら入 り,日 常 の 生活 に必 要 な短

め の いわ ゆ るサ ヴ ァイ ヴ ァル 英 会話 の 表 現 を練 習 を通 じて 習得 す る こ とを 目

標 にお く。基 礎 口語 英 語練 習 の ス テ ッ プ1。

英 語 発 音練 習 …nativespeakerに よ る,発 音 指導,及 び練 習 。個 々の 母音 の発 音や 子 音 の正 確

な 発音 法 だ けで な く,phrase,clause,sentence単 位 の,ア クセ ン トや イ ン ト

ネー シ ョ ン等 に関 す る 発音 上 の留 意 点 に つ いて も指 導,練 習 す る。

使 用 テ キス トは 「英 会話 初級1」 「英 語 発音 練 習 」と もにLiz&JohnSoars,Headway-Student's

BookPartA,Elementary(OUP)1996,

これ まで の英 語 教 育 の議 論 に は,買 い 物や 道 を尋ね た り とい った 旅 行 英語,い わ ゆ るサ ヴ ァ

イ ヴ ァル英 語 は街 の会 話 学校 にまか せ,大 学 で 教え る べ き もので は な い とい う議 論 も あ ったが,

われ われ の学 科で は,外 国 で 生活 す る上 で必 要 最低 限 の英 会話 能 力が 備わ って いな いの では,そ

の後 の 目的 も達 成 され な い とい う観 点 か ら,サ ヴ ァイ ヴ ァル英 語 か ら始 め る こ と に して い る。
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1年 生 の春 学 期 には 「英会 話 初級1」 と 「英 語発 音 練 習 」 の週2回 ネイ テ ィ ヴ ・ス ピー カー に

よ る授 業 が あ る。 これ らの科 目は,そ れ ぞ れ 異 な る教 員 が ペ ア を組 み 授 業 内 容 が効 果 的 に連 動

す る よ う綿 密 に打 ち合 わせ を行 な っ て い る。 これ は次 の よ うな点 を考 慮 した た め で あ る。

(1)学 生 は1週 間 に2名 の教 員 に 当た る こと によ り,様 々 な英 語(ア メ リカ,イ ギ リス,カ

ナ ダ,ア イ ル ラン ド等)を 体 験 す る こ とが で き る。

(2)教 員側 は2名 で 教 え る こ とに よ り,学 生 の 英語 運 用 能 力 を二 重 にチ ェ ッ クす る ことが で

き2名 の 教員 によ る客 観 的 評価 が 可 能 にな る。

日本 人 学 生 の一 般 的 傾向 と して,入 学 時 に お いて,ス ピーキ ン グの 能 力 は リー デ ィ ン グ,ラ

イ テ ィ ン グに 比 べ て劣 って お り,授 業 中は 受 け 身 で 積 極的 に話 そ う と しな い 傾 向 が み られ る。

実 際 に,国 際 コ ミュ ニ ケー シ ョン学 部 の 学 生 にお いて も昨 年 度,開 講 直後 そ の よ うな こ とが 問

題 にな っ たが,原 因 のひ とつ に,一 人 一 人 が積 極 的 に 参加 しな け れ ばな らな いオ ー ラル コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョンの 授 業形 態 に 学 生が 慣 れ て い な い こ と も考 え られ た。

そ こで,ネ イ テ ィ ブの 教 員た ち は 入学 後 で き るだ け 早 い時 期 に 一 人一 人 個 別 に イ ンタ ビュー

を実 施 す る こと に した。 そ れ を通 じて 個 々 の学 生 の ス ピー キ ング の能 力 を把 握 す る と同 時 に,

ペ ア,グ ル ー プ そ して ク ラス全 体 い ずれ の場 合 に も,間 違 え を恐 れ ず に,一 生 懸 命 話そ う と努

力 す る こ とが 現段 階 で は 文法 的 正 確 さ よ り重 要 で あ る こ とを 伝 えた 。 そ の 後 学 生 は授 業 の雰 囲

気 に よ りはや く慣 れ る ことが で き,ス ピー キ ン グへ の意 識 も向 上 した こ とか ら,非 常 に効 果 が

あ っ た よ うに思 わ れ る 。 本年 度 は,そ のよ うな 経験 か ら,新 入 生 に対 して 開講 直 後 にイ ン タヴ

ュ ーが 行 わ れ た。

オー ラル ・コ ミ ュニ ケー シ ョ ンの評 価 は 次 の よ うな 基 準 で行 わ れ る 。

Continuousassessmentofworkinclass70%

Classroompresentation/Grouprole-playassessment10%

Finalinterview20%

classroompresentationで は メモ を参 照 しなが ら,学 生 は あ る トピ ック(外 国 に旅行 した こと,

趣 味,関 心 を 持 っ て い る こ と)に つ い て5分 間 のshortpresentationを 行 な う。 またgrouprole

playで は,渡 され た 写真 を見な が ら学 生 は3～4人 の 小 グルー プで会 話 をす る こ とが求 め られ る。

これ は学 生の 自然 な会 話 能 力 を評 価 す る の に有 効 な 方法 で あ る。

イ ン タ ヴ ュー で は,流 暢 さ(Fluency),発 音(Pronunciation),文 法(Grammar),語 彙 力

(Vocabularyrange),積 極的 に伝 え よ うとす る能 力(AbilitytoInitiateConversation)を 基準 に評

価 を行 な った 。

2年 生 にお け る新 しい試 み につ いて若 干 ふ れ てお くな らば,学 生た ち は,か な り正 確 な文 章 で

応対 す る こ とが で き,積 極 的 に 話そ う とす る意 欲 が 生 まれ て きた こ とか ら,授 業 以 外 に学 生 同

士が ペア で 自 らテ ー マ を決 め て,10分 間 の 会 話 をテ ー プ に録 音 し,毎 週提 出す る こと を義 務 づ
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け て い る。 教 員 は間 違 い をチ ェ ック し,コ メ ン トと と もに学 生 に返 して い る。

3.リ ーデ ィング,ラ イテ ィング にお ける試 み一イ ンターネ ッ トによる

コーパ スの利用 な ど

リーデ ィ ング,ラ イ テ ィ ング は基 本 的 に 日本 人教 員 が担 当す るが,初 級 英 作 文II(1年 生秋 学

期)で は一 部 ネ イ テ ィ ヴの教 員 の 協 力 を得 て 行 われ る。 ま た,新 しい 試 み と して イ ンター ネ ッ

トに よ る コー パ ス を利 用 した英 作 文 の 授 業 も行 なわ れ た 。 テ キ ス トの選 択 は担 当教 員 に一 任 さ

れ て い るが,授 業 目標 にあわ せ て そ の 内容 と レベル に関 して厳 密 に検 討 を加 え た 上 で決 定 され

る こと にな って いる。1年 次,2年 次(春 学 期)の 授業 目標 と使 用 テキ ス トにつ い て示 してお く。

リーデ ィ ング

IntensiveReadingI… 高等 学 校 で学 習 した 基 本的 な文 法 を重 視 した 英 文和 訳練 習 。 英文 の

(1年生春学期) 構造 等
,文 法 的な こ とが らを確 実 に把握 しな が ら,語 彙,慣 用 句 等

を 習得 す る こ とを 目標 とす る。 英 文 読解 の ステ ップ1。

(使 用 テ キ ス ト例:S.KathleenKitao/KenjiKitao,BritishPatterns,RoaldDah1,The

UmbrellaManetc.)

IntensiveReadingl… 「lntensiveReadingI」 か ら引き 続 くもの で,基 本 的 な 文 法 を重 視

(1年生秋学期) し た 英 文 和 訳 練 習
。 比 較 的 多 く の 語 彙 を 習 得 す る た め に も,

「lntensiveReadingI」 よ りは,読 む分 量 が 多 くな る。 英 文読 解 の
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ス テ ッ プ2。

(使 用 テ キ ス ト例:JosephShales/7uriAbeDifferentRealities,ALittleHistoryoftheUSA

etc.)

lntensiveReading皿 … 英 文和 訳 練 習 で は あ るが,「ExtensiveReading」 へ の橋 渡 しで もあ

(2年生春学期) り
,読 む 分 量 は 「IntensiveReadingI」 「IntensiveReadingII」

に 比べ て,か な り多 くな り,そ れ な りの ス ピー ドが要 求 され る。 英

文 読解 のス テ ップ3。

(使 用 テ キス ト例:WordstoRememberetc.)

ラ イテ ィ ング

英 作 文 初級1… 基 本 的な 英文 作 法 練習 で,文 法 を重 視 したsentence単 位 の英 訳 。 高等 学校

(1年生春学期) で の 文法 ・作 文 の英 語 学 習 の復 習 か ら出 発 し,そ れ を多 少 発展 させ た程 度

まで を 目標 とす る。 基 本 英 作 法 の ステ ップ1。

(使用 テキ ス ト例:木 塚晴 夫 ・RogerNorthridge,CommonErrorsinEnglishWriting,根 問弘

海 ・BrianSmilleEnjoyExpressingYourselfetc.)

英 作 文初 級a… 基 本 的な 英 文 作 法練 習 で,文 法 を重 視 した英 訳 。 「英 会 話 初 級1」 に続 く

(1年生秋学期) もので
,日 常 生 活 に必 要 な ことが らを平 易 な書 き 言 葉で 表 現す る こ とを 目

標 とす る。 基本 英 作 法 の ス テ ップ2。

(使用 テ キ ス ト例:田 本 健 一 ・SimonSanada,BasicSkillsinEnglishetc.)

英 作文 初 級H… 基 本 英 作 文練 習 。 「初 級 英 作 文1」 「初級 英 作 文II」 に続 く もの で,日 常 生

(1年生秋学期) 活 に必 要 な こ とが ら及 び
,文 化,歴 史,社 会等 を含 む 多 少 抽 象 的 な こ とが

らを平 易 な書 き言 葉 で 表現 す る こと を 目標 とす る。

(使用 テ キ ス ト例:桃 沢 力 「場 面 と ジ ャ ンル で考 え る 英作 文 」etc.)

英作 文 初 級1V… 基 本 英 作 文練 習 。 「初級 英 作 文 皿」 に続 く もので,日 常 生 活 に必 要 な こ と

(2年生春学期) が ら及び
,文 化等 の多 少抽 象 的 な こ とが らを 平 易な 書 き言 葉 で 表 現す る こ

と を 目標 とす る。 パ ラグ ラ フ単 位 の英 作 文 を導 入。

(使 用 テキ ス ト例:S.KathleenKitao&KenjiKitao,BasicWritingStrategiesetc.)

塚本 担 当のイ ンター ネ ッ トを 利用 した 初級 英 作 文IIで は,CobuildDirectが 用 い られ た 。 英 国

バ ー ミ ンガ ム 大学 とCollins社 が 産 学 協 同でCobuild辞 典 編 纂 のた め に構 築 され たTheBankof

English(現 在3億 数 千 語)の6分 の1(約5千 万語)の コー パ ス,CobuildDirectは 現 在 イ ンター

ネ ッ トによ って 利用 す る こ とがで きる。CobuildDirectを 英 作 文 の授 業 に導 入 す る 利点 と して次

の こ とが あ げ られ る 。

・語 法上 の 問題 を 自 ら実際 に用 い られ た大 量 の英 文 か ら解 決す る ことが で き ,そ れ によ っ て語

一91一



愛知大学 言語 と文化No.1

感 を養 う ことが で きる。

・規 範 的 で はな く記述 的 な 立 場 か ら現 代 英 語 の姿 を と らえ る こ とが で き る。

・コ ロケー シ ョン,動 詞 のパ タ ー ンな ど外 国 語 と して英 語 を学 ぶ者 に とって 貴 重な 情 報 を得 る

こ とが で き る。

授 業 では 次 の よ うな 方 法 で利 用 さ れ た。

・教 師 の 側が 解 説 を加 え るべ き 語法 につ い て 資料 と して提 示 す る
。

・学 生 の 側か ら語 法 に関 す る 質 問が 出 た とき に
,そ れ をCobuildDirectで 調 べ る よ う に促 す。

・学 生 が 予習 の 段 階で 適 当な英 語 表現 が 手元 の 辞 書 に見 出せ な い とき
,CobuildDirectを 辞 書

代 わ りに使 う。

具体 例 を次 に あ げ て お く。(1)は 空 所 に入 る適 当な 語 を補 充 す る問 題 で あ る。 正 解 は(3)

causehavocで あ るが,コ ー パ ス でcauseを 調 べ る こ とによ ってcauseが 病 気,trouble,problemと

いっ た悪 い 意 味 を あ らわす 名 詞 とと も に用 い られ る と い うこ とが わ か る。 学 習 者 は,コ ー パ ス

を 見 る こ とに よ り,多 くの用 例 か ら語 彙 の 詳細 な用 法 を知 る こ とが で き る点 で 辞 書 よ りもす ぐ

れ て い る。

(1)「 バ ッタ は 中東 諸 国 を大 混 乱 に陥 れ る こ とが あ り ます 」

Locustssometimes()inMiddleEasterncountries.

(1)bringhavoc(2)invitehavoc(3)causehavoc

andKinsella.ofNottingham,deny

〈FCH》tuberculosis,bovine.《FCH》

pinysignso[moisture.Tliismaybe

swerefairlysurdtheproblemwas

noxidρandhydrocarbon5,whichcan

och]orideup<FC11>E'number<FCN>

ubtbecauset}ieycanworY,'witrout

nexorcizedemons,itoccasionally

Ttocancandryoutandcracklips,

kilogramspetday.1fie[lakingis

avidThomaswhythisinitselfhas

ealinterestratesintheUKcould

highwindssweptthroughthearea.

ofclosenessandwarmth,whichhad

aヒ05poci〔ic〔oodc<cQユ 》Wnichare

iieupsetanddamagewhichhasbeen

aanyscominginsuchastTiepeople

i正hisYorkshirecomenしsaヒ しimes

squarepositionatimpact,itwill

causinganexplosionandattemptedmurder.Kinse

causedbythecerium<FCH>Mycobacteriumbovi

causedbycondensationMitselfaproblemNbut.

causedbyacomputerprogrammingglitch,andpla

causecancerandformlow-levelozone,causing

Caus?seaaches,suphuroussolutionswith<FCH

:瀧 ・語 ≡壽 評 器se.Th.ltispeEul、°ftenysom。諾 論 二 箆3!
causingpainfulandunsightlycoldsores.Uses

causedpartlybecause.oEanelectrolyticeffect

causedproblems匠orヒheAsiansufferers.SKINGRハF

causerecoverytoslow.<t>InvestmenthouseGol

causingsmoulderingemberstoignitesurroundi,n

causedthesontofeeldepressedendangrv:Nowl

causingthemtoexperienceallergicweightgain,

causedtousbythesearticlesisanextremelys

causingtroublesuchaswhatever.TheyW111inヒo

causeusembarrassment.Forexample,in1988whe

causeyouproblems.Atanyrate,byimpactmyhip

次 に,(2)の 例 で は,「_は ～ に 役 立 つ 」 と 言 う と き の`_beusefulfor+名 詞'の パ タ ー ン

は,コ ー パ ス に よ れ ば,き わ め て 多 くの 例 に お い てvery,particularly,especiallyな ど の 強 意 の 副

詞 と と も に 用 い ら れ て い る 。 学 習 者 は 単 に'beusefulfor+名 詞'で は な く,'be

very/particularly/especiallyusefulforsb/sth'と し て お ぼ え る こ と が よ り 有 効 で あ る 。

(2)「...ト ラ ベ ラー ズ ・チ ェ ッ ク は 海 外 旅 行 を す る 人 た ち に 役 立 つ も の で す 。_」

...Traveler'scheckisveryusefulforpeoplegoingabroad....
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tracktogiveaquickimpressionofthecontents-veryuseful

tracktogiveaquickimpressionofthecontents-veryuseful

torelaxandeasenervoustensionarilstress.Itisveryuseful

andcorners,orundernea#hfurnitureandisparticularlyuseful

/c>〈h>FしATOUT〈!h>Apul1-outironingboordC8nbosouseful

scallers.Chimehasvolumecontrolandindicatorlightsuseful

tsmoothandsilkytothetouch.Nostubble,notrouble.Useful

itoutside-itevenhasapouchforpegs.Indoors,it'suseful

blanksonwhichtowriteyourownmessages.Particularlyuseful

foodhotatyourdinnertablefordOminutes.Itisveryuseful

8852&pound:4.75〈p>〈c>PH〔 〕TO〈!c>E.ZipporBags-Sou5@ful

litemstogetherandproventdamagetodelicatewashin6.Useful

venthecoverhasastoragecompartment.It'sespeciallyuseful

ittakes.Muchsaferthanusingmatches,andespeciallyuseful

romawiderangeo千doubleoven5,whichareparticularlyusefuI

esomeaddressesandphonenumbersthatareparticularlyuseful

quentlyvomitinsatthesametime.Thismedicineisveryuseful

nddiSlikefattyfood.<h>Sulphur<!h>〈p>Thi写ISVQryus●ful

earsandanxietiescauseafeelin60frestlessness.Alsouseful

Il.〈h>Nuxvom,(Stress&Insomnia)〈!h>〈P>E写PQciallyuseful

tou5ewiperseal5〈/h><P>Brushseal5areparticularlyus●ful

sealwithbis,stiffbristles.<p)Brushsealssrcalsouseful

laceswhicharedifficulttoreach.Thisisparticularlyuseful

issedareasandstreaks.Spraycleanersareparticularlyuseful

udriven,andthereforefairlyeasytosearch,itmaybeuseful

for

for
for
for
for

for
for

for
for
for

for
for
for
for
for
for
for

for
for
for
for
for
for
for
for

track5eleotionorprograR験ir曝 ・Sh

trackselectionorproerammin6.Sh

allmuscularachesandpains.Iti

removinstiresomepethairs,cotto

takingoutthoselastminutecress

thehardofhearing).NewcodinCf

upperlip,chinandaidesofface.

helpingwiththeironingagain,no

children'srooms,thehomeoffice,

warmingplatestoo.83/4"sq(22c

storing8ndprotecti㎎a卿 旧ltitudo

tights,knitwear,smalls,babyclo

takingtoneedlework,dressmaking

Ii6htingthefire,oondle5,casoo

largehouseholds.There'ssomuch

GeneralinformationandcontactsfHO
LIDAYDIARRHOEAcausedbyeatin6

peoplewhohavealonghistoryof

P&nic●ttacks.<h>Ar`ent.Nit.(A

thetired,burntoutexecutivewho

thebottomofdoors.Ifpourthree

l●tterboxe5.<P>wip●r5●015δro

theold●rlvsM」disabI●d.<p>Low-

Mass-frontedcabinetswheretheg

youtoenrollforoneoftheLibra

Lewis(1993:121)は 「ネイ テ ィヴ ・ス ピー カ ー は きわ め て 豊富 な あ らか じめ蓄 積 され た定

型項目としてのチャンクを保持している。流暢さはチャンクを組み合わせることによって達成

され,困 難を減 らしている」と述べているが,自 然な英語で表現するためには文法だけでなく

1exisに 目を む け る こと も重 要 で あ ろ う。
●

4. まとめ

国際コミュニケーション学部はまだ開講2年 目であり,従 って本稿もあくまで1年 半を振 り返

ったに過ぎない中間報告的なもので,そ の成果を問うにはさらに時間を要するが,今 後は学生

の語学力を向上させることはもとより,そ の語学力をもって何をするか,異 文化や国際理解へ

の関心を深め,感 覚を磨いていくよう指導していくことになる。

*本 稿 は1999年5月22日
,愛 知 大 学 名 古 屋 校 舎 で 開 催 され た 第53回 語 学 ラ ボ ラ トリー 学 会

(LLA)中 部支部研究大会で塚本が報告した原稿に加筆修正したものである。
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